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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

12月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

浪
江

　渉し
ょ
う
た
ろ
う

太
朗
く
ん

　川
上

い
つ
歩
く
の
か
待
ち
遠
し
い
な
︒
こ
れ

か
ら
も
健
や
か
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
︒

12.18 田
久
保
空す

い来
ち
ゃ
ん

　内
子
18
第
２

く
っ
き
り
眉
毛
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
︒

ね
え
ね
と
︑
い
た
ず
ら
が
大
好
き
！

12.17

三
浦

　千ち

と采
ち
ゃ
ん

　石
畳
９

キ
ュ
ー
ト
な
笑
顔
で
し
ょ
？
　
み
ん
な

に
か
わ
い
い
笑
顔
を
振
り
ま
く
ぞ
ぉ
♡

12.3

\今月
の食改さん/秋色に染まるからり橋。紅葉を眺め

ながら渡るのも気持ち良さそう。

ryou2523さん

秋の小田深山渓谷。美しい木々の彩
りに、写真を見るだけで癒されます。

alchemist0709さん

ＱＲコードをスキャンする
と簡単に見られます。

見るだけでも楽しめるよ。
ぜひ、フォローしてみてね！

「うちコト」では内子の日常や暮らし、風景など内子
のコトを発信中です。皆さんもインスタグラムの投
稿に「＃うちコト」を付けて内子町の魅力を発信して
みませんか。

uchikoto_of f icial

INSTAGRAM

内子のいいとこ「うちコト」
＼みんなが見つけた／ 今回は「＃うちコト」を付けて投稿してくれた中から、

内子の秋の風景を３つ紹介します。

r.n.mai.yaさん

葉っぱ舞い散るイチョウ並木の中で、
笑顔を向ける女の子にどきっ。

水
野

　絃い

と

は羽
ち
ゃ
ん

　和
田

遊
ぶ
の
大
好
き
！
　
早
く
お
兄
ち
ゃ
ん

と
た
く
さ
ん
遊
び
た
い
な
☆

12.30

な

ろ
ば

ひ

み
ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

季節の一皿
SPECIAL DISH
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皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
映
画
が

あ
り
ま
す
。『
ラ
ー
ゲ
リ
よ
り
愛

を
込
め
て
』
と
い
う
作
品
で
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
の

強
制
収
容
所
で
労
働
を
強
い
ら
れ

た
日
本
人
捕
虜
の
話
で
す
。
生
き

る
よ
り
も
死
を
選
び
た
く
な
る
ほ

ど
過
酷
な
状
況
で
、「
愛
す
る
人

の
元
へ
帰
り
た
い
」と
い
う
強
い

気
持
ち
を
原
動
力
に
し
て
懸
命
に

生
き
る
主
人
公
た
ち
に
、
私
は
強

く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
作
中
で
、
あ
る
日
本
人
捕
虜
が

大
切
な
恋
人
や
家
族
を
失
い
、
生

き
る
こ
と
や
考
え
る
こ
と
を
や
め

そ
う
に
な
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

絶
望
す
る
彼
に「
そ
れ
で
も
必
ず

希
望
は
あ
る
、
今
は
つ
ら
く
て
も

生
き
る
こ
と
を
諦
め
な
い
で
」と

訴
え
る
主
人
公
―
―
。
こ
の
前
向

き
な
言
葉
や
行
動
に
他
の
日
本
人

捕
虜
も
勇
気
付
け
ら
れ
、
最
終
的

に
は
た
く
さ
ん
の
捕
虜
た
ち
が
帰

国
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
映
画
を
見
て
、
ど
ん
な
に

つ
ら
い
と
き
で
も
、
大
切
な
人
を

思
い
信
じ
る
こ
と
、
前
を
向
き
続

け
る
こ
と
で
道
は
切
り
開
け
、
新

①ブリの両面に塩を振って10分ほ
　ど置き、水気をキッチンペーパー
　でしっかりと拭く。
②混ぜ合わせたⒶを①に塗る。
③熱したフライパンに油を引いて
　②を入れ、中火で両面を焼く。
④火が通れば器に盛り付けて完成。

●作り方

山
本

　昌ま
さ
の
り德

さ
ん
（
22
） 

 

=
上
川
中
央
=

人
と
し
て

\今月
の食改さん/

監修　内子町食生活改善推進協議会

松下佳
か よ こ

代子さん
＝上町＝

た
な
希
望
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
主
人
公
た
ち
が
家
族

と
交
わ
し
た「
必
ず
帰
国
す
る
」と

い
う
約
束
の
た
め
に
一
生
懸
命
生

き
て
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
中
で

生
ま
れ
た
絆
に
、
本
当
の「
愛
」を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
ん
ど

い
か
ら
楽
な
方
に
逃
げ
る
の
で
は

な
く
、
そ
ん
な
と
き
こ
そ
自
分
の

信
念
を
見
つ
め
直
し
た
い
で
す
。

　
人
が
愛
し
合
い
信
じ
合
う
こ

と
、
生
き
る
こ
と
の
尊
さ
は
、
時

代
が
変
わ
っ
て
も
人
の
心
か
ら
無

く
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
や
人
生
に
悩
む
人
た
ち
に

も
、
こ
の
映
画
の
思
い
が
伝
わ
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
私
も
今

ま
で
出
会
っ
た
人
や
こ
れ
か
ら
出

会
う
人
を
大
切
に
す
る
と
と
も

に
、
感
謝
を
忘
れ
ず
、
地
味
で
も

一
生
懸
命
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
次
は
︑
中
田
英
子
さ
ん
=
下
臼
杵  

　
=
に
お
願
い
し
ま
す
︒

ブリのヨーグルト
みそ焼き

ブリ　 　　　 280㌘
塩　　　ひとつまみ
油　　　　小さじ１
　　プレーンヨーグルト
　　 　　　大さじ２
　　麦みそ 小さじ１
　 砂糖　 小さじ１
　　

●材料（４人分）

Ⓐ



広報クイズ
SAVE  THE  EARTH

くらしの
エコロジー
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予約購入で減らそう
年末年始の食品ロス

　
年
末
年
始
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
正

月
な
ど
、
家
族
や
友
人
と
の
会
食

が
多
い
時
期
で
す
。
華
や
か
で
お

い
し
い
料
理
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
一
方
で
、
売
れ
残
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
や
お
せ
ち

な
ど
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て
お

り
、
食
品
ロ
ス
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
　

　
食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食

品
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
年
間

約
５
０
０
万
㌧
発
生
し
て
お
り
、

多
く
は
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却
さ

れ
ま
す
。
食
べ
物
が
無
駄
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
水
分
を
多
く
含
む

の
で
燃
焼
時
に
大
量
の
二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
、
環
境
に
も
大
き
な

負
荷
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
方
法
の
一

つ
が
予
約
購
入
で
す
。
近
年
で
は

季
節
商
品
な
ど
の
予
約
が
で
き
る

店
が
増
え
て
い
ま
す
。
購
入
者
は

売
り
切
れ
の
心
配
が
な
く
、
店
側

は
余
分
な
材
料
や
廃
棄
に
か
か

る
費
用
を
削
減
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
工

夫
で
環
境
の
改
善
に
も
つ
な
が
る

の
で
、
皆
さ
ん
も
予
約
購
入
で
食

品
ロ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　【問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

VOICE

まちの声

□近所の人が野焼きをして
いて、煙や臭いがひどく困っ
ています。洗濯物が外に干
せない日もあります。何とか
なりませんか。（30代女性）
■ごみを野外で焼却する野
焼きは、ごく一部の例外を
除いて法律で禁止されてい

ます。野焼きを見つけたら
環境政策室までご連絡くだ
さい。職員が現場を確認し、
違反者には指導をします。

【問い合わせ】
環境政策室
☎０８９３（４４）６１５９

野焼きに困っています

食べきれる量を考え
て、計画的に予約購入

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：12月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」２月号

答え「だいがくいも」　正解数38
•大塚マサ子さん　（内子３）
•増田　壽幸さん　（内子９）
•尾﨑　義和さん　（内子13）
•比多岡ゆき子さん　（護国）
•泉　　　忍さん　（大岡）
•西岡　玲子さん　（妙見町）
•上岡貴和子さん　（中通り）
•谷本千代美さん　（大洲市）
•末峯　詩季さん　（広島県）
•外木　　雄さん　（神奈川県）

●10月号当選者の皆さん

①「●○○○○○○」愛顔のえひめ2023
　を開催。内子町では10月29日から３
　日間、軟式野球交流大会を行いました
②リレーエッセイで山本さんが紹介した
　映画『ラーゲリより「○○○●○○」』
③仮装やゲームで楽しく英語であそぼ
　う。今回のテーマは「●○○○○○」
④年末年始は「○○○●○○○○」で
　食品ロスを減らしましょう
⑤優勝をかけた伊予決戦。愛媛ＦＣ「○
　○○●○○」ゲーム
⑥寒い季節は要注意。水道管の「○○
　○●」・破裂を防ぎましょう

「広報うちこ」12月号を読んで、①～⑥
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。
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山頂で仲間と一緒に母国の国旗を掲げる
パトリシアさん（右）

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

外国語指導助手

パトリシア・ルイス
Lewis Patricia

内子町の人☆キラリ
TOWN'S  STAR

仲間と楽しんだ「秋の石鎚山」

　10月下旬、愛媛県内のＡＬＴ仲
間と石鎚登山に出かけました。私
にとっては２回目の挑戦。その素
晴らしい眺望が忘れられず「みん
なにもこの美しい山を見せたい」
と呼びかけたのです。
　西日本最高峰の石鎚山は標高
1,982㍍、山頂までは長い道のり
です。メンバーのほとんどが初挑
戦で、登り切れるか不安でした。
私は前回の経験が役に立てばと、
「日陰は滑るよ」「鎖場は危ないか
ら気を付けて」と声をかけながら
歩きました。
　この日はずっと冷たい風が吹い
ていました。私と同じトリニダー
ド・トバゴ出身の２人は、かじか
む指先を温めながら「日本の秋は
こんなに寒いの」と聞いてきまし

た。母国には四季がなく、彼らは
まだ冬を経験したことがないので
す。私は「冬の寒さは、まだこん
なものじゃないよ」と笑って返し
ました。辺りは赤や黄色、オレン
ジに染まる紅葉がきれいで、最高
の景色でした。一年中温暖な母国
の山はいつも緑色です。彼らは初
めて見る色鮮やかな光景に、目を
輝かせていました。
　ついに頂上に到達し、みんなで
喜び合いました。山頂では絶景を
眺めながら弁当を食べ、おしゃべ
りしたり笑い合ったりと、楽しい
ひとときを過ごしました。仲間た
ちも大満足だったようで、私も登
山の楽しさや達成感を共有できて
うれしかったです。またいつかこ
のすてきな山を登りたいです。　

宮野　祐
ゆ う こ

子さん（36）=岡第２=

息子がかなえてくれたコーチの夢

　この春から五十崎ジュニアソフトボールクラブの
コーチをする宮野祐子さん。中学生からソフトボール
を始め、大学卒業後は日本リーグに所属する実業団
で活躍しました。祐子さんは「自信満々で飛び込ん
だけれど、上には上がいて何度もくじけそうになっ
た。でも諦めずに努力し続け、最高峰の日本リーグ
で戦った経験は人生の宝物」と当時を振り返ります。
　結婚を機に引退後、子育てに専念していた祐子さ
ん。指導者の道を歩むきっかけをくれたのは息子の
孝
こうけん

憲くんでした。祐子さんの現役時代の映像を見て
「僕もママみたいにホームランを打ちたい」と、同ク
ラブに入部したのです。指導者になる夢を持ってい
た祐子さんは、「息子のおかげで夢がかなった。ま
たグラウンドに立てて幸せ」と目を輝かせます。練
習ではキャッチボールや走り込みなど、子どもたち
と一緒に汗を流す祐子さん。「選手たちのどんな小
さな成長も自分のことのようにうれしい。選手の気
持ちに寄り添えるコーチになれるよう、私もスキル
アップしていきたい」と前を見据えました。

「ママの誰よりも大きな声を出し、最後まで諦めないプ
レーが好き」と笑顔で話す孝憲くん（左）
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